
●
明
治
29
年　

和
歌
山
、
新
宮
、
田
辺
等
に
次
い
で
県
下
で
も
比
較
的
早
く

　
　
　
　
　
　

湯
浅
村
が
町
制
を
施
行

●
大
正
４
年　

湯
浅
の
海
岸
駅
か
ら
金
屋
口
ま
で
有
田
鉄
道
開
業

●
昭
和
８
年　

私
立
湯
浅
幼
稚
園
が
開
園
、
当
初
の
園
児
１
３
０
名

●
昭
和
11
年　

湯
浅
小
学
校
講
堂
が
完
成

　
　
　
　
　
　

全
学
童
の
１
銭
預
金
が
実
る

●
昭
和
31
年　

湯
浅
町
と
田
栖
川
村
が
合
併
、
現
在
の
湯
浅
町
が
誕
生

●
昭
和
36
年　

郡
役
所
跡
に
町
庁
舎
完
成
、
中
町
の
庁
舎
か
ら
移
転

●
昭
和
40
年　

湯
浅
湾
の
北
浜
の
埋
立
て
完
成

●
昭
和
52
年　

南
浜
埋
立
て
完
成
、
大
相
撲
が
開
催
さ
れ
る

●
平
成
８
年　

湯
浅
中
学
校
屋
内
運
動
場
竣
工

●
平
成
18
年	

湯
浅
の
醤
油
醸
造
の
町
並
み
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

　
　
　
　
　
　

保
存
地
区
に
選
定

●
平
成
23
年　

湯
浅
中
学
校
・
湯
浅
小
学
校
校
舎
建
替
え
、
田
村
小
学
校
・

田
栖
川
小
学
校
・
山
田
小
学
校
の
耐
震
補
強

●
平
成
27
年　

役
場
庁
舎
建
替
え
、
移
転

　
　
　
　
　
　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
湯
浅
町
庁
舎
に
行
幸
啓

●
平
成
28
年　
「
湯
浅
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
が
国
の
認
定
を

　
　
　
　
　
　

受
け
る

湯浅小学校講堂
（昭和 11 年）

大相撲開催
（昭和 52 年）

湯浅町・田栖川村合併祝賀行列
（昭和 31 年）

有田鉄道湯浅駅
（大正 4 年開業）

町
制 

１
３
０
年 

の
歩
み

開業当時の駅舎
（昭和 2 年）

役場旧庁舎
（昭和 36 年完成）

4令和８年８月



●
平
成
29
年　
『「
最
初
の
一
滴
」
醤
油
醸
造
の
発
祥
の
地 

紀
州
湯
浅
』
が

　
　
　
　
　
　

日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
る

●
令
和
２
年　

駅
前
複
合
施
設
「
湯
浅
え
き
蔵
」
が
完
成

●
令
和
３
年　

湯
浅
町
立
ゆ
あ
さ
こ
ど
も
園
、
た
む
ら
こ
ど
も
園
が
完
成

　
　
　
　
　
　
「
栖
原
区
民
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成

　
　
　
　
　
　

湯
浅
町
営
駅
前
駐
車
場
・
駐
輪
場
、お
ち
ゃ
と
公
園
が
完
成

　
　
　
　
　
　

第
36
回
国
民
文
化
祭
わ
か
や
ま
２
０
２
１
で

　
　
　
　
　
　
「
ゆ
あ
さ
醤
祭
り
」
を
開
催

　
　
　
　
　
　

商
品
券
「
ゆ
あ
さ
ク
ー
ポ
ン
（
第
一
弾
）」
を
発
行

●
令
和
５
年　

湯
浅
駅
旧
駅
舎
を
改
修
、「
湯
浅
米
醤
」
が
完
成

●
令
和
６
年　

湯
浅
中
学
校
の
制
服
が
新
し
く
な
る

　
　
　
　
　
　

大
阪
駅
前
の
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
大
阪
」
に
湯
浅
町
の
ア
ン
テ
ナ

　
　
　
　
　
　

シ
ョ
ッ
プ
「
ゆ
っ
た
り
、
ま
っ
た
り 

ゆ
あ
さ
ん
ぽ
」
が

　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン

●
令
和
８
年　

湯
浅
斎
場
が
完
成

　
　
　
　
　
　

町
制
施
行
１
３
０
周
年

湯浅斎場

アンテナショップ「ゆったり、まったり ゆあさんぽ」

6 月 26 日㊎、株式会社菖蒲谷様よりステンレス加工の最新技術を活用し製作された、町制施
行 130 周年記念ロゴのステンレスプレートを寄贈いただきました。

寄贈された記念プレートは、町の 130 年の歩みと皆様からの温かいご支援の証として、役場庁
舎及び図書館に展示しています。

町制施行 130 周年記念プレートを
寄贈いただきました

5 令和８年８月


